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３学年通信 令和６年１月１９日（金） 

中学校生活最後の学期がスタートしています 
 年末年始休業が終わり、中学校生活最後の学期が始まりました。２学期終業式では、３年代表の生徒

から、「立派に卒業するための３学期にしていきたい。」という言葉がありました。そして、１月９日（火）

のメインホールでの始業式では、「部活動で培った力をさ

らに高め、また勉強面でも高校につなげていけるようさ

らに力を入れ、中学校生活を締めくくっていきたい。」と

気持ちのこもった意見発表がありました。 

 鈴木校長先生からは、「３年生は最後の学期になった。

目標をもち、どのように達成していくかを具体的にし、

『継続は力なり』という言葉を大切に、最大限の努力を

していってほしい。」とエールが送られました。松本国際

中学校の一期生として卒業し、高校で活躍してくれるこ

とを期待する気持ちが伝わってきます。 

 

総合発表会がありました 
 「総合発表会」が１月１７日（水）に行われました。大勢の保護者の方にお越しいただき、生徒たち

は緊張している中にも、張り切って発表していました。 

学究系の発表テーマは、「価値観」・「愛される動物とは」・「アンチについて」・「人が生まれもつ素質」・

「音の影響」・「日本における音楽の歴史」・「タイムワープの仕組み」・「花言葉」でした。聞いている生

徒は、興味・関心をひくテーマと発表内容で、熱心にメモをとっていました。 

スポーツ系の、野球部・女子バレーボール部・サッカー部・ラグビー部（１・２年生のみ）・女子バス

ケットボール部の発表では、３年間の成果や高校での活動に向けた抱負、また、家族や指導者への感謝

の言葉、下級生に託す思いが発表されました。発表会

の最後は合唱部の発表で、重唱コンクールで歌う曲の

発表でした。少人数ながら、美しいハーモニーで、フ

ロアから大きな拍手が送られました。 

 カフェテリアには、スポーツ系の生徒が、活動など

を用紙にまとめたものを掲示しました。 

 学究系は学年毎で、スポーツ系は３年間追求してき

た成果を、今後の学習やそれぞれの成長につなげてい

ってほしいと思います。 



今後の日程 

月 日 曜 部活動 行事等 スポーツ系 学究系 

１ 

 

月 

20 土      

21 日      

22 月 × 〇 
生徒会選挙運動開始 

（１・２年生学力推移調査） 
18:00 16:00 

23 火 × ×  16:00 16:00 

24 水 × 〇  
17:00 

（延長可） 
15:20(17:00) 

25 木 〇 〇 生徒会選挙立候補者教室訪問 各部 16:00(17:05) 

26 金 〇 〇 生徒会選挙立候補者教室訪問 各部 16:00(17:05) 

27 土      

28 日      

29 月 × 〇  18:00 16:00 

30 火 × ×  16:00 16:00 

31 水 × 〇  
17:00 

（延長可） 
15:20(17:00) 

２ 

月 

1 木 〇 〇  各部 16:00(17:05) 

2 金 〇 〇  各部 16:00(17:05) 

3 土      

4 日      

 

木倉成美（きくらなるみ）という中学校の先生の詩です。３年生の皆さんに送ります。 

遠い日のことではない。やがて君たちにも成人の

日はやってくる。 

 街にあふれる若者たちの成人の集いを見て、 

わたしはふっと考えるのである。成人の日とは何

か、成人とは何かと。 

成人とは大人になることだという。大人になると

いうことはどういうことなのか。自己の判断と責任

によって生きていくことであろう。年齢的には満二

十才ということになっているが、そういう意味からす

ると、満二十才を過ぎても成人にふさわしくない人

もいようし、満二十才にならなくても、成人にふさわ

しい人もいよう。  （右上へ続く） 

そしてわたしは考えるのである。立派な成人になる

ためには、外側のことよりも、内側のことに目を向け

なければならないこと―そしてそれには、やがて迎え

る成人の日まで、残されたわずかな日々を大切にし

なければならないこと。 

 日々の学習はその日のために頭を耕すことであり、

運動はその日のために体をきたえることであり、校友

会[生徒会]や校内諸活動はその日のために、でき得

る限りの経験を積むことであると、自覚的に立ち向か

ってほしいと思うのである。 


